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はじめに

　私たちはかって「保育実習指導」におけるいくっかの

問題にっいて共同研究をしたことがある1）。また「子ど

も」を理解するということにっいて，これまで大分話し

あってきた2）。阿部は昭和44年度の児童学専攻の卒業生

であるが，本務校で乳児保育及び保育実習を担当してい

るとともに，縁あって短期大学部保育科での講義を担当

することになり（「養護原理1」），いろいろと考えさせ

られることが多くなった。とりわけ「実習指導」はとも

すれば惰性に流されがちであるだけに，担当する者にとっ

てはっねにリフレッシュしていなくてはならないことを

話し合ってきた3）。

　さて実習が多くの学生にとって社会人として生活する

最初の場所であることはいうまでもない。このことから

養成校の実習担当者は実習前のオリエンテーションにお

いて，「社会人としての行動」にっいても相当に指導し

なくてはならない。そして実習中，社会人としても，実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

習生としても，できるだけ失敗のないように細心の注意

をはらうのである。そうするためには実習の意味にっい

て，また実習のあり方そのものの意味をっねに問い直し

ていかなければならない。

　実習に「生き方」を模索する意味を持たせるならば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実習期間中，失敗もするし困った体験もたくさんする

（実習中に）困らないようなオリエンテーションはしな

い方がベターということになろう4）。実習生は実習期間

中をけっしてスマートに過す必要はない。つまずき，不

器用に実習（生活）しながら，そこからひとっひとっの
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行動の意味を考える（そのためには指導者の適切な助言

と励ましが必要になる）。こうした体験を重ねながら実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

習生が何かに気づく体験が大切なのである。

　このような実習はこうした考え方に共感してもらえる

ような実習先が求められる。このような実習指導には，

保育の本質・保育者の資質等と深くかかわってくる。指

導者としての力量が問われるのでかなりの困難さをとも

なうであろう。養成校は，これまで以上に実習先と連携

して，共に子どものための保育者育成に努めることがっ

ねに実習指導の課題として存在している。

　さて，私たちは「感性一気づく」ことのできる保育者

の育成ということをっねに考えてきた。実習は，理論・

知識・技術等よりも，まず体当りで種々の経験し，その

なかで子どもにっいて，保育にっいて発見することに意

義をみとめることができる。私たちは，この見方に相当

に心引かれるものがある。出来れば一度でいいから，そ

のような実習を試してみたいと思いながらも，新しい場

面で不安と緊張に打ち勝って，ひとっひとっの出来事を

新鮮に受けとめ，その意味を考えていけるように実習す

る人たちは育ってきているのだろうかという思いがっね

にある。

　実習を意味あるものにしていくためにひとっひとっの

出来事に「気づく」ことが大切であり，「気づく」ため

の準備を養成校はしなければならない。その準備のひと

っが保育・養育に関する理論・知識・技術の伝達である。

ここで注意すべきことは，それに捉われて，そこからし

か子どもにかかわれない保育者の養成にっながるという

危険性もあるが，それでもなお専門の理論等は必要であ

る。子どもは，保育は，その理論等からみたらどう見え

るか，それで本当にそこで生きている子どもが理解でき，
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いきいきとかかわることが出来るかどうか……。
　　　　　　　　　　　の
　そこからのみみることの不都合さに気づく保育者に育

っために，不都合に気づく体験を通して，理論・知識・

技術をますます習熟させ，さらにそれにのみ頼らない柔

軟な感性を育てていくことが養成における大きな目的と

なるであろう。そのためには実習に出す時期の検討，ま

た実習は1回限りで良いのか，期間は10日間で良いのか

等の検討課題がっねに考えられなくてはならない。この

ような課題解決に取り組むための，ひとっの作業が本稿

の目的である。

乳児院での実習

　いろいろな児童福祉施設があるなかで，多くの学生が

希望するのが乳児院である5）。それからみていくことに

したい。

（1）乳児院理解のために

　まず乳児院の目的と役割にっいてみておこう。児童福

祉法第37条は「乳児院は乳児を入院させ，これを養育す

ることを目的とする」と規定している。ではどのような

乳児が，どのような理由で入院し，どのような生活をし

ているのだろうか。児童福祉法が制定されてから現在に

致るまでを，おおまかにふり返りながら乳児院の目的・

役割にっいて考えてみたい6）。

　（／）児童福祉法が制定された昭和20年代

　終戦後，国内は大変な混雑状態にあり，巷には戦災孤

児・浮浪児があふれていた。この子たちのために国は浮

浪児保護のための応急措置（昭和21年）をしたが対応し

きれず児童福祉法が公布（昭和22年）され，乳児院・養

護施設などが設置されることになった7），このような状

況のもとで，昭和20年代前半における入所児の半数以上

が孤児・棄児であった。また入所した子どもたちは栄養

失調・疾病を持った乳児が多く，昭和25年までの乳児院

における乳児の死亡率の努力目標が20％といわれるほど

の状態であった。

　そのような状態での乳児院の養護は，ミルクがない・

食べ物がない時代であり，どのように栄養をとるかまた

疾病おもには下痢をどう止めるかが大きな課題であった。

加えて人手不足と保育にっいての基盤がないなどから病

気予防に重点を置いたマスクをした保育またガラス越し

保育が展開された。20年代後半には抗生物質。調整粉乳

の使用で死亡率が減ってきて落ち着きを見せ始めたが，

その頃からいわゆる「ホスピタリズム論争8）」が展開さ

れていくのである。

　（ロ）昭和30年代

　世の中が戦後の貧困から解放され始め，いわゆる経済

の高度成長期に入り，全般的にみると活力に満ちた時代

となる。そして福祉に関する動きも活発になる（例えば

昭和31年，全国児童福祉大会，34年，児童権利宣言，36

年3才児検診，38年，厚生省児童福祉白書発表等），乳

児院の養育内容に関しては，20年代後半に言われだした

「ホスピタリズム論争」が盛んになり，児童処遇と職員

の待遇改善が見直され始めた。さらに，これまでの閉鎖

的保育（っまり感染を恐れた病気対策）から，外に向っ

て放された保育への試みが始まる。

　すなわち子どもをベットからおろし床を這わせたり，

廊下を歩かせたり，また玩具による遊ばせ方の研究・手

作り玩具等，さらに子どもに合わせた建物の改築等子ど

もをとりまく生活環境の見直しがはじめられていった。

そのなかで何よりも子どもの育っ環境としては，疾病対

策とともに人間同士の触れ合いが大事であることに気ず

き，東京八王子乳児院ではマスクを外して保育にあたる

ようになった。また東京都は乳児院に心理指導員を配置
　　　　　　　　　　
し，子どもの心身の発達にっいても考えられるようになっ

た。

　このような努力の結果，いわゆるオールドタイプのホ

スピタリズムは急速に改善に向っていく。以上のような

努力の一方で，今日の乳児院がかかえている問題がほぼ

出そろった。っまり空床問題，年齢超過児の問題条件

（障害）乳児の処遇，措置基準，職員の労務管理，短期

入所児の増加対策等がそれである。

　㈲昭和40年代

　世の中は高度成長時代のまっただなかで，43年には資

本主義国ではアメリカにっいで第2位の経済大国になる。

昭和元禄とも呼ばれた。このような状態を反映して，児

童福祉も措置費が伸びて物的・質的にも充実する（例え

ば40年，母子保健法制定・公布，47年，児童手当法公布，

同年，乳児院最低基準改正案，49年，勤労婦人福祉法公

布等）。

　乳児院の養育に関しては，昭和20年代後半にはじまっ

た「ホスピタリズム論争」の成果が実践に移されるよう

になる。たとえば食事に関しては，1つの食器から3～

4人の子へ（20～30年代），1人ずっの食器へ（30年代

後半），1対1の食事介助（40年代）へというように，
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ひとっずっ生かされていった。また30年代の開放への保

育が集団保育ということばに代り，保育計画表が作成さ

れはじめる。またこれまでの実践と研究の成果が理論ず

けられ，子どもの個性の尊重，集団の中の個別化が言わ

れ，担当保育者制が導入された。こうしてオールドタイ

プのホスピタリズムはほぼ克服されたといわれる。この

背景には乳児院の職員の大幅な待遇改善があげられよう。

すなわち職員定数が2対1（昭和24・25年では5対1，

27年には3対1，39年には2．5対1，45年には2対1で，

さらに51年には1．7対1で現在に至る）になり，有資格

保母が約7割，栄養士の配置等職員の労働力軽減がはか

られ，40年代後半には，職員の精神衛生面での問題まで

もとり上げられるようになった。このような十分に子ど

もに目を向けられる状態が，オールドタイプのホスピタ

リズムを克服する大きな要因になったと考えられている。

　このような改善努力と並行して，空床問題はますます

深刻になり，40年代には充足率が80％を割るようになっ

た。また社会福祉全体の動きとして40年代は在宅ケアの

方向，高齢化社会対策としての老人福祉のあり方が社会

問題となっていった。

　（二）昭和50年代

　昭和48年を当時の三木内閣は「福祉元年」と呼び，ま

すます福祉対策が充実するかにみえたが，48・49年のオ

イルショックを契機に世の中は不況が深刻化し，低成長

時代に入った。福祉見直し論が言われ，施設は入所型か

ら通園型へ，いわゆる在宅ケアの充実と地域社会のなか

での児童福祉という方向に向うことになった。また社会

問題としては，ベビーホテル問題がクローズアップされ

た。このような社会の動きと乳児院のかかえる空床問題

とが相まって，乳児院の役割が見直される時代になった。

　すなわち短期入所児の増加，親元引き取りの増加（7

割近く）ベビーホテルからの問題提起に対して，保育所

が対応しきれない保育要求に対するものとして，乳児院

でのデイケア保育，ショートスティ等，これまでの入所

型であまり社会と交流のなかった乳児院から大きく社会

に開かれた施設として機能しようと，その方法を模索し

始めたのであった。保育の内容はますます向上し，園外

保育の定着，また自由な保育形態をとり，社会のなかで

の体験を大切にする等により，子どもの望ましい発達に

視点を置いた保育・養育が展開され，子ども達は運動面・

情緒面・言語面なども大きな伸びを見せはじめた。こう

した乳児院児童の発達の充実は，地域に密着し，地域の

要求する保育を実現するための方法を，さらに検討する

こととして60年代へと引き継がれることになる。

　これまで，おおまかに乳児院の戦後の歴史を見てきた

が，乳児院の現在は上述のような時代の流れのなかに位

置ずけられるものであり，乳児院の役割はそこで生活す

る子どもたちとの生活のなかで，その子ども達の発達を

いかに保障するかという視点，社会全体の大きなうねり

のなかで変化と合わせて考えていかなければならない。

　これからの保育者になろうとする人たちはこのような

乳児院の過去を踏まえて，これからの役割をしっかりと

自覚していかなければならないのである。

②乳児院実習の展開

　（イ）オリエンテーション

　乳児院での実習の目的を達成するための準備はそれま

での授業をふまえて約1ケ月前頃から始められる。実習

前の具体的な動きについて時系列に従って述べていくこ

とにしたい。

　まず実習先の配属発表とその調整がなされるなかで，

オリエンテーションが進められる。その主なものは実習

の目的や仕方，実習の心得，実習録の書き方，必要書類

の作成，身体に関すること，細菌検査の方法，そして社

会人としての常識等である。とくに乳児院理解にっいて

のオリエンテーションとして，授業の複習，他学科との

関連，乳児院実習での注意事項，VTR等を用いながら

乳児院での実際の生活をできるだけ理解させる。

　これらと並行して，個々の実習先の乳児院の資料（実

習先からの配布物・パンフレット・先輩の残してくれた

実習中のアドバイス等）を見たりする。こうして学生た

ちはこれから実習する具体的な乳児院の姿を知り個性に

触れながら，自分が具体的な場で何を目的にどのように

動こうとしているのかを不安と期待の高まりのなかで，

それなりに明確にしようとしている。

　また実習先でのオリエンテーションはだいたい開始1

～2週間前に行われる。乳児院の目的・役割，入所理由，

入所手続き，乳児院の沿革，養育目標，地域環境，建物

の規模・構造，職員の構成，児童の構成等について，ま

ず話される。っいで実習期間をどうすごすか，乳児院の

一日の流れ，実習期間中の日程・行事等を知る。とくに

実習中の配属クラスと指導者との初めての出会いとなる。

さいごに実習前に用意することとして，紹介された本を

読んで感想文を書く，実習中の自分の目的をレポート
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する，実習中に行うあそび等を考えてくること，実習中

の服装。持ち物・費用等について指示される。こうした

オリエンテーションを受け，その準備をしながら，学生

は実習への思いをひとっひとっの行為を通して高めてい

くようである。

　（ロ）実習開始

　これから，ある実習生の実習録に従って，どのような

目的で，どのように実習を行い，またどのような助言を

受け，どのように成長していったか，実習生の成長の軌

跡を考えてみたい。この実習生は10日間の実習期間のう

ち，最初の5日間を1歳児組で，残りを0歳前半組で実

習している。

　まず第1日目の様子をみよう。何事も初体験の時であ

る。課題である「私の実習の目標」を提出する。っいで

日課表によって基本的な一日の生活の流れにっいて知る

（省略）。それにそった保育者の仕事の内容（いわゆる業

務内容）を理解する（省略）。さらに，生活上（実習上）

の注意（実習にあたっての具体的な注意事項）について

説明を受け，実習に入ることになる。

乳児院実習における私の課題

　たった10日間という短い実習中で，施設（乳児院）とい

うものはどういう所かを理解し，また，その中で生活をし

ている子ども達の様子を観察し学んでいきたい。

　そのためにも，子ども達の顔と名前を早く一致し，1日

の流れを理解したい。その上で，子ども達，1人1人の月

令のちがいを知り，成長・発達というものを，目で実際に

みてわかりたい。

　何をやるにも初めてのことばかりで，とまどってばかり

で先生方に御迷惑をかけることと思いますが，先生のおっ

しゃる事をよく聞き，てきぱきと行動し，経験したことを

きちんと自分のものに吸収できるようにがんばりたい。ま

た慣れてきたら，先生に言われて動くのではなく，自分か

ら進んで動けるようにしたいものです。

　また，子ども達の家庭の複雑な事情に，自分の感情を入

れないように，全員の子どもに平等に接し，客観的に観察

するようにしたい。そして，子どもが何かいけないことを

したら，ただ叱るのでなく，なぜそんな事をしたのか，理

由を理解した上で，その子の個性というものを大切にして

あげたい。また注意した後も注意しっぱなしではなく，何

か良い所をみっけほめてあげることも忘れないようにした

いo

　とにかく，早く子ども達の中に溶け込め，子ども達から

信頼されるようにがんばりたい。

　㈲子どもとの出会い9）

　さて配属されたクラス（1歳児組）に行く，昼食の時

間ということもあって，すぐ保育者の助手の役（お手ふ

きをまるめて消毒する）で，そこでの生活に参加してい

る。子どもはひとかたまりに見え，子どもの行動の流れ

を追うことで勢いっぱいの様子がうかがえる。そして子

ども達が午睡から目覚めて排泄をすませ，着替えを始め

た時に，ようやく実習生は子どもとのかかわりが持てる

ようになる。その様子を実習録からみてみよう。

　実習初日にはじめて関わりをもった子どもがTくんで，

着がえをさせたのですが，月令や個人差などが理解できず

に，ずぼんをはかせる時に「さあ一立っちしょうね一」と

言って立たせようとしてしまいました。でも，立たなかっ

たのですわったまま，ずぼんをはかせたのですが，なかな

か思うようにはかせられず，だんだんTくんが泣き出しそ

うになってしまったので困ってしまった。Tくんはすぐだ

きっいてきたり，ひざにすわってくるので，ついTくんと

いっしょに遊ぶことが多くなってしまった。また2歳児組

の子ども達は，自分でブロックを組み立てて，自分で遊ん

でいるので，なかなか子どもの中に入れなかったりもした。

　この記録から，学校では勉強してきたはずなのに，実

際の子どもとのかかわりのなかではすぐに行動に移せず

困った経験，それはほとんどの実習生に共通している。

このような困った経験を繰り返し，困ったことの解決に

努力することをとおして，習得した知識を自分のものに

していくのではなかろうか。実習中は困った経験をたく

さんすることにも意義があるというべきであろう。

　また子どもからの働きかけには応ずるが，自分からも

子ども達のなかに入っていきたい。しかしどのようにし

て入っていって良いか分らず，その日の実習終了後，指

導者から子どもたちの遊びに入っていく時のやり方等に

っいての指導を受け，明日への希望を持っ。初日の感想

として次のように書かれている。

　実習の初日になにも分らず御迷惑をおかけしました。

幼稚園の実習とはぜんぜんちがい，子ども達もとっても小
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さくて，話し言葉もわからずにとまどってしまいました。

でもKちゃんやSくんなどは，いろいろと話しかけてきて

くれるので，いっしょうけんめい聞いて話していることを

理解できるようになりたいです。

　今日うれしかったことは，帰りにみんなにあいさっして

いたら，みんなが「実習ママ」とよんでくれたので，とっ

てもうれしかったです。

　この感想から，実習生が子ども達からの働きかけに答

えようとがんばろうとしていること，子ども達が「実習

ママ」と呼んでくれたことに勇気づけられ，励まされて

明日への希望と課題を発見していることがわかる。実習

生が明日へと希望を持って取り組める意欲を持っのは，

っまりは実習生が将来において仕事とし，かかわろうと

する子どもたち自身によってであると言えるのである。

　2日目の様子はどうであろうか。日誌では，子どもた

ちの活動，実習生の動きにっいて，記録はやや細かくなっ

ている。

　今日は散歩に連れていってもらい，写真やテレビなどで

しかみたことのないワゴン車を身近にみて，実際にさわれ

押すこともできた。結構重たく，自分の思うように動かず

この上に子どもが何人も乗ったら押すのも大変だなあと思っ

た。ワゴンの中でもバタバタ動き回っているのかな，と思っ

たらみんな手すりにきちんとっかまって立っているのでビッ

クリした。またK先生のワゴンに乗りたい為に，大きな声

で泣いているMちゃんの姿をみて“あ一，担当の先生とい

うのは本当に子どものママなんだなあ”と思い感動した。

私も子どもに泣いて求められるような保母になれればいい

なと思った。

　公園にっいて，何してあそぶのかなと思ったら，みんな

様々で，まっぽっくりをひろう子，木の枝をみっけて，そ

れをもって葉っぱなどをはいて「おそうじ，おそうじ」と

いう子など，いろいろいて，みんなでいっしょに遊ぶとい

うよりも，1人で何か興味のあることをみっけて遊んでい

る，という感じだった。

　あの広い公園で，どこにいればいいのか迷ってしまい，

「実習ママ」と言ってくる子どもとばかり遊んでしまった

ので，もっと他の子とも遊ばなければと反省した。

　明日は子ども達の遊びの様子をもっと深く観察したい。

この日，実習生は乳児保育の内容としては大切な意味

を持っ「散歩」にっいていく。そこでは生活を共にしな

がら，そこで起こるひとっの出来事を通して，今までは

知識としてあった「発達の核一子どもにとって意味のあ

る人の獲得」ということと，具体的な出来事が結びっく

ことを知るのである。そして自分も「子どもから泣いて

求められるような保育者になりたい」という思いが生じ

てくる。このように体験と知識を結びっけ，さらにそれ

を自分の生き方のなかに組み込んでいく作業，それを実

習の大きな目的であると考えるならば，実習はまさに学

生の生き方を模索する機会となっているといえよう。

　しかし実際の行動面ではまだまだうまく動けず，広い

公園で子どもたちが楽しそうに自分たちの思うままに遊

んでいるなかで，実習生は居場所がなくて困っている。

けれども，この困惑は子どもと自分を考えた時に，どこ

にいたら子どもにとっても自分にとっても一番いいのか

という保育・養育にっいての深い洞察の始まりなのでも

あるといえよう。そして実習の初日と同様，側に来る子

どもとだけかかわることになる。側に来てくれたことが

うれしくて遊んでいたら（視野がその子と自分だけになっ

てしまった→実習生としては無理からぬことであるが…

…），側にいた他の子がけがをしてしまう。そこのとこ

ろの反省をみておこう。

今日，1日御指導いただきましてありがとうございまし

た。今日はあまり私の所にこないR君が「実習ママ」と言っ

て寄ってきてくれたので，っいうれしくなって遊んでいた

ら，側にいた子がころんで口びるを切ってしまい……，私

がもっと注意していれば，と反省した。やはり，いっしょ

に遊びながらも，1人1人の子どもに対し目をいきとどか

さなければいけないと思った。今日はK先生にいろいろ指

摘されたので，自分の失敗を反省しながら，2度とこんな

ことをくり返さないよう，気持をピシッとひきしめました。

明日もよろしくお願いします。

　自分の目の前で子どもがけがをした，そのことに気づ

かなかった自分を反省し，指導者からの注意もあり，保

育者の仕事の重大さを思い，明日の実習へと意欲を燃や

していることがわかる。

　実習も3日・4日目となる。そろそろ具体的な技術指

導に入っていくことになる。実習生が「おむっ交換」を

行なった日，このことにっいての感想をみることにしょ

う。
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　今日はオムッ交換もさせていただき，あ一先生達のをみ

ていると，簡単そうにやっているけど，いざ自分がやって

みるとむずかしいなと思いました。今日オムッ交換をした

子ども達は，比較的交換台の上でおとなしかったのでよかっ

たけど，これがあばれられたり，泣かれたりしたら，でき

るかなと心配です。本当にM先生の言葉通り，あせらずに

やることが大切なんだなあと思った。

　今日は1歳児組全員のオムツ交換をして，来る時いやが

られたZちゃんHくんは交換台にのせるとじっとして，反

対に来る時はおとなしく抱っこされてくる，1くんSくん

Kちゃんの方が交換台の上であばれられて困ってしまった。

でも，H先生のをみていて，あ一こうやって歌をうたった

り，手あそびをしてあげたらSくんなんか，いい子になっ

てじっとしているんだなあと思いました。

　明日からは，もっと落ちっいてできるようがんばりたい。

　技術指導（おむっ交換）にっいては，指導保育者の配

慮がうかがえる。最初に比較的おとなしそうな子から体

験させて，それからクラス全体の子へというように……。

おむっ交換はただおむつを交換すれば良いのではなく，

それは保育者と子どもが信頼関係を形成する場のひとっ

であり，その関係がないとおむっ交換もうまくいかない

ことをアドバイスしながら信頼させるための試みを，2・

3伝えている。そして，実習2日目に「自分も子どもか

ら慕われる保育者になりたい」と思った実習生に，慕わ

れる保育者になるためには毎日の生活のひとっの行為の

意味を考え，技術がただの技術としてではなく，理論に

裏打ちされた技術であるように，あせらずゆったりと正

面からかかわることの大切さを助言している。ところで，

おむっ交換に関する保育者のアドバイスはどうであろう

か。

　実習3日目で一日の流れを把握したところで，オムツ交

換経験してもらいましたが，なかなか思うようにはいきま

せんね。子ども達も「実習ママ」だということをちゃんと

わかっています。生活介助はまず言った様に信頼関係が結

ばれて，初めて介助がスムーズにできます。10日間の中で

子ども達一人一人と関わりを積極的にもち，少しでも子ど

も達に近づけるよう頑張って下さい。身体を使って遊んで

みましょう。

オムッ交換時，動かれてしまい，とまどってしまってい

た様ですね。オムッ交換は1対1になれるので「スキンシッ

プの場」とも考えられますね。あせらずに，ゆったりとし

た気持ちで，歌を歌ってあげたり，手遊びをしてあげたり

しながら，交換する様にしましょう。あなたの笑顔を子ど

も達に沢山むけてあげて下さい。

次に4日目の日誌からみておくことにしたい。

　人見知りの激しいH君が，今朝も先生を求めて泣きさけ

んでいた。見ていて可哀そうになる位，顔を真っ赤にして，

涙をいっぱい流して泣いている。

　今日は先生にこういう子こそ，スキンシップをたくさん

もって触れ合わなければいけないと，教えていただきHく

んをずっと抱っこしていた。最初は手がっけられない程泣

き，またあばれられてしまい，本当に困ってしまった。だ

が，そのうちテレビの画面に出ている動物をみせて話をし

ていると，だんだん落ち着いてきた。また，保育室にはっ

てある動物の絵や，窓ガラスにっいている動物をみせてい

ると「アーアー」と指を差して質問をするので，答えてい

たら泣きやんでくれた。そして質問する動物の鳴き声など

を言ってHくんの体を揺らしてあげたりしたら，笑ったり

もしたので本当にホッとした。Hくんは午後からはいっで

も本当に落ちっいて，Hくんの方から実習生のひざの上に

乗ってきたりするのに，朝はなかなか慣っいてくれない。

でも，今日ずっとHくんを抱っこしていて，はじめはやっ

ぱり私では泣きやまないと思っていたが，時間はかかった

が，最後には落ち着いてみんなの中に入っていってくれて，

ほんの少しだが自信がもてたような気がします。

　子どもたちと共に生活するなかから，自分の担当の保

育者を求めて泣く子に共感し，実習生として何とかした

い。側にいた他の保育者にも励まされて挑戦する。手が

っけられないほどあばれる子に困りながらも，4日間の

生活のなかから，初日は何をどう話かけて良いか分らな

かった実習生も，子どもの行動の脈絡からその心の動き

が理解できるようになっており，あれやこれやとかかわ

り方を模索しながら，子どもの不快（不安）をとり除い

てあげようと努力した結果，時間はかかったが落ち着い

てくれた体験を通して，少しは自信が持てるようになる。

自分の努力したことが効果的であったということで，子

どもとかかわろうと積極的になっていく。

　特に，実習生が共に生活している発達初期の乳児では，
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乳児の働きかけにきちっと答えてくれる応答的環境がそ　　　にはとまどって， スムーズに変えることができません。

の発達とりわけ自発的行動の発達には重要であるが，保

育者としての発達初期にいる実習生にも同じことがいえ

るのではなかろうか。

　実習5日目，この日で1歳児組での実習終了。そのこ

とにっいて次のように実習日誌に書いている。

　今日まで御指導いただきましてありがとうございました。

今日ははじめてワゴンを押したのですが，あんなに重くな

るとは思いませんでした。もうちょっと気を抜くとまがっ

ていってしまい，押している時は顔が真険になってしまい

ました。でも，またやってみたいです。今日で1歳児組の

担当が終ってしまい，せっかくみんなと慣れてきてHくん

などに泣かれずになったのになあと思うと，少し残念です。

しかし先生のおっしゃる通り，乳児院に実習にきたのだか

ら，赤ちゃんの様子もみなければならないと思いました。

　1歳児組と0歳児前半組では，全く様子がちがうけれど

はやく1日の流れをっかみ慣れるようにがんばります。ま

たよろしくお願いします。

この日の感想。

　今日から0歳児組へと担当がかわり，同じ乳児院の中で

も，こんなにもやることがかわるものなのか，とビックリ

してしまいました。1歳児組を担当していた時は，みんな

小さいなあと思っていたのが，0歳児前半組にきたら，もっ

と小さく言葉も発しないのでとまどうことばかりでした。

でもたった1年くらいで，あんなに大きくなるんだなあと

思い，子どもの成長・発達というのは，著しくのびている

ということが実際に目で理解できました。はやく1日の流

れをっかみたいです。またよろしくお願いします。

　この日の実習は昨日まで生活を共にした1歳児組と今

日生活を共にした0歳児前半組の子ども達の比較から始

まり，とまどいながらも，発達初期の子どもの成長の著

しさに驚ろき，ここでは養成校で習得した知識としての

「子どもの発達の姿」がそれなりに理解できている。

　指導保育者からのコメントは次のようである。

実習6日目。

　乳児（赤ちゃん）の抱き方というのは本当にむずかしい

と思った。やっぱり先生の抱き方をみていると，しっかり

包みこむように安定して抱いている。その点，私はまだこ

わごわと抱き，何度も抱き直したりしている。それが赤ちゃ

んにも伝わってしまい，赤ちゃんも不安になって泣きだし

てしまうのかと思った。1歳児組の子ども達は体もしっか

りして，抱いて体を動かしても平気だけど，0歳児組の赤

ちゃんは体もフワフワしてやわらかいので，落とさないよ

うにしなければ，とこればかり心配してしまう。やはりH

先生に以前，教えていただいたように，抱くというのはス

キンシップの1っだから大事にして，泣かれてしまったら，

あやしながらも，その子どもの泣き方を観察できる位の余

ゆうをもちたいものです。オムツ交換の時，YちゃんTく

んの便をかたづけたのですが，便も乳児（赤ちゃん）と1

歳児組さんとでは全然ちがうのにびっくりした。Yちゃん

の便をみた時，色が1歳児組さんと全然ちがうので，あ一

病気なのかなと思ったら，普通便と指示されたのでピック

リしました。

　赤ちゃんはオムッ交換の時，立ち上ったり動きまわらな

いのにはホッとしました。まだオムツ交換（特に便の始末）

　1歳児組から0歳児前半組に移り，乳児の成長。発達と

いうものをっくつく感じられたようですね。赤ちゃんは1

年間で驚く程成長します。赤ちゃんが成長していく事を共

に喜び乍ら，保母は，その手助けをしなければなりません，

個人差はありますが，その子に応じた働きかけをすること

が大切です。個々の発達段階をしっかり把握し，これから

も頑張って下さい。

　また院長先生は「乳児保育は抱くことから始まるので

す。抱き方の良し悪しでその子どもの情緒の発達の良否

が決まると言ってもいいぐらいです」とコメントしてい

る。

　実習7日目からは技術指導（抱き方の指導，授乳の仕

方の指導）が組み込まれる。
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　今日はE先生に，赤ちゃんの抱き方についてよく教えて

いただいたので，なんとなくスムーズに抱けるようになり

ました。授乳の時などは，保母も赤ちゃんもゆったりとし

た気持ちでいなければならない。そのためには抱き方がき

ちんとしていないと，赤ちゃんも落ちっかないんだろうな

あと思った。まだ未熟なせいで，ミルクを飲ませている時
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同じ姿勢でのませていると，腕がいたくなってしまうので

す。それで腕を動かしてしまうと，せっかくゴクゴク飲ん

でいる赤ちゃんが可哀そうなので我慢しているのですが…

’°°

　横で，先生がミルクをのませているのをみていると，ちっ

ともっらそうでなく，ゆったりとしっかりささえているの

で，すごいなあと思いました。何かいたくならないコツが

あるのか，それとも慣れれば平気なのでしょうか。

　ミルクの飲み方が3人共，とても良く飲んでいて，こっ

ちがのみたくなる位おいしそうにゴックンゴックンとのん

でいるのでうれしくなります。果汁もJくんなんか一気に

飲みほしてしまうので，足りないんじゃないかと思う位の

むのがはやいです。ただ，お湯は余りのまないのですが，

やっぱり少しはのませた方がいいのでしょうか。お湯にな

ると（果汁のあとのお湯），舌で出してしまうのです。あ

と，排気もなかなか出すことができないのですが……。

　みんなミルクを飲んでいる時は，手足を動かしとても元

気がいいです。

　0歳児前半組での生活がまだ2日目だというのに，技

術的なことに関してはそれなりに苦労しているが，その

なかでも他の先生の様子を観察する余裕があり，子ども

とのかかわり方についていろいろの疑問もでてくるなど，

さらに苦労しながらも，そのかかわりに喜びを感じてい

る。

　実習生の疑問に，指導保育者は丁寧にコメントし励ま

している。

　授乳ですが，まだ慣れず戸惑っていたようですね。しか

し，午後には大分，慣れた様子でしたよ。がんばって下さ

い。Jくんも果汁にも慣れ，上手に飲んでいますね。これ

も味覚の発達の一つですね。今までミルクだけを飲んでい

て，お湯とは違いを感じ，飲みもかわります。2っの味の

違いをわかるようになった，これも発達です。お湯もただ

の水分補給が目的でなく，授乳後のミルクかすなど残らぬ

よう，口腔内衛生を保っ為にも必要です。

　今日はハンドリーガードも見られました。そういった細

かな所にも目を向けて下さいね。

　実習8・9・10日と安定した実習が続き，なにより実

習生自身が実習先での生活にすっかり馴れ，子どもと行

動を共にしながら，子どもの発達にっいて，かかわりに
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っいて実習生なりに再構成している。また指導保育者の

適切な助言と励まし，子どもの笑顔に大きく支えられな

がら，今までの乳児保育に関する理論・知識を自分の生

き方の中に組み込んでいっている様子がうかがえる。さ

いごに10日間の感想はどうであろうか。

　10日間，御指導いただきまして本当にありがとうござい

ました。アッという間の10日間で，あ一やっと仕事の手順

も覚えてこれからかなっと思ったら，終ってしまったよう

でとても残念です。もっとやっていたかったです。

　実習前，乳児院という所は，保母よりも看護婦の数が多

いため，看護はしっかりと整っているが，保育という点で

は欠けていてスキンシップなども不足しがちであると教え

られた。そのため，なんとなく暗く重苦しい所ではないか

と想像していたのですが，こちらの乳児院の外装をみた時

それらの不安は一気になくなりました。

　そしてオリエンテーション時に，園長先生のお話をうか

がい，乳児保育というのは，子ども達の生命を守り育て人

格形成をすることであり，またそうすることで保母の人格

形成も築かれていると教えていただいた。その通りだと思っ

た。保母がいい加減な態度で子どもに接すれば，その子ど

ももいい加減な子どもに成長するだろう。特に乳幼児期と

いうのは，子どもの接し方，言葉使いなどに，くれぐれも

気を付けなければならないと思った。S乳児園の保母の方

達は，みなさんとても明るく親切で，子どもに対する接し

方も，本当のお母さんみたいだった。

　私が感動したのは，18人のひとりひとりに担当の保母が

いて，その子どもが退園するまで，ずっと担当するという

システムです。こうすることで，担当のママとっながりは

より深くなり，本当に自分のママと子どもも思うでしょう。

現に子ども達も，自分の担当のママを見っけると，甘えて

いったり，後追いをして泣いたりしている姿が何度も見ら

れ，感動した覚えがあります。でも，担当のママだけでな

く，すべての保母，栄養士の方達と信頼関係ができていて，

施設にいるというよりも家庭の中にいるような，そんな暖

かさが感じられました。

　今，実習を終え，頭の中に浮かんでくることは，オムッ

交換，授乳など，大変だったことはもちろん，やっぱり子

ども達の笑顔がずっと忘れられません。私は前半はくま組

と後半は観察組を担当できたのですがくま組の時はうさぎ

組と関わりをもっことができ，観察組の時はひよこ組といっ

しょに遊べ，というように全てのクラスの子ども達の名前
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を覚えられ，関わりをもてたことはとても幸せでした。そ

の中でも，特に印象的だったことはくま組を担当している

時，人見知りの激しいHくんが泣き出してしまっている時

担当だった先生が「こういう子こそスキンシップを大切に

し，関わりをもたなくてはだめ」と教えていただき，ずっ

と抱いて言葉がけをしたり，外を見せたりしているうちに，

落ち着いて泣きやみ，笑ってくれた事はホッとしたと同時

に，うれしくなってしまいました。

　また観察組を担当している時，いっもミルク，果汁，お

湯などを飲ませようとすると泣き出してしまうHちゃんが

抱き方などを変えて飲ませたら泣きやみ，ゴクゴクとのん

でくれた事も，大変うれしかったです。

　私は今，っくつく保母という仕事は素晴らしく，また保

母という仕事を選んで本当によかった，この道を選んでま

ちがいはなかったと思えました。先生方には御迷惑をかけ

たと思いますが，自分ではいい実習ができてよかったなあ

と思います。この経験を忘れずに，学校にいってもがんば

りたいです。本当にありがとうございました。

おわりに

　これまで乳児院での実習にっいて学生の日誌をもとに

考えてきた。

　ここから保育者が保育者として育っていくためには，

保育者になろうとする者自らが，子どもとのかかわりの

ひとっひとっを体験しながら，知識・理論そして理論

に裏打ちされた技術を習得することに挑戦していかなけ

ればならないことが知られよう。

　さて「社会福祉士及び介護福祉士法」の制定にともな

い，社会事業学校連盟はかなり厳しい実習基準1°）を作成

した。しかし，そのマニュアルには乳児院は抜けている。

保育実習に関するテキストは多いが，総体的な記述が目

立っ。今後にむけて，実習指導のためにこのような個別

研究が求められているのではなかろうか。
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